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最終学歴 学位

学科・院の別

0.5 単位 14.0 時間 時間 歯学科

1 単位 時間 32.0 時間 歯学科

2 単位 30.0 時間 時間 口腔保健学科

2 単位 30.0 時間 時間 歯学科

4 単位 12.0 時間 30.0 時間 大学院

健康増進学講座口腔機能発達学分野

博士（歯学）九州歯科大学歯学部歯学科

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

西田 郁子
講師

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

小児歯科学Ⅰ・Ⅱ

小児歯科学実習

成長発達系小児歯科学

歯科教育セミナー

実習時間数

小児歯科学

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本小児歯科学会、日本障害者歯科学会、九州歯科学会、日本外傷歯学会、日本歯科医学教育学会
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産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 最 新 の ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

研 究 分 野 小児歯科学

研究課題

課題名

歯導帯と歯の萌出の関係
食事療法が成長発育期の骨組織に与える影響
修復材料の臨床的観察
小児の歯科治療に対する恐怖に関する研究
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成長発育期，歯導帯、修復材料，骨組織、歯科恐怖症


